東病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・高屋敷　良子様～6/5（水）「いなほ荘」スタッフが9：30に訪問します。6/7（金）退院予定。退院後は施設医「木村クリニック」へ通院予定。退院時は紹介状、退院サマリーの準備をお願いします。初外来は6/20の為、退院処方の調整をお願いしています。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。昨日は不眠で頓服を使用している。余暇時はホールで他者交流見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前のドア蹴り見られているが、開放中は他者トラブル無く経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・野田　裕樹様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。内服時、拒んだり、吐薬しようとする為、介入要している。帰宅要求は無いが、「電話をかけたい」「ここから出たい」「開放時間を長くしろ」等の訴え聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサインの異常は無く、ライントラブルも無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。被毒妄想見られず対応穏やか。
＜要注目患者情報＞
・阿部　わかえ様～夜間は中途覚醒あるも再入眠出来ている。日中は、自床で臥床して過ごすが、開眼されている。「夜中は眠れてます」と話し眠気は見られず。疎通は良好。
・藤井　孝蔵様～膿尿は無い。バイタルサインの異常や不調の訴えは無い。
＜入院患者情報＞
日　　時：令和1年5月24日　11:09　

氏　　名：三浦　美幸様

生年月日：昭和60年6月12日　33歳

病　　名：精神遅滞

性　　別：女性

主治医　：金Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Bユニット1号室

(経過）

　　姉と二人暮らし。愛護手帳を所持し、常時介助を必要とする状態。姉は39歳で発達障
害で八戸市立市民病院へ通院している。姉はサービスを一切拒否している。母が自宅に
いる時には虐待も認められていた。寒い時期には自宅前で火を焚いていたり近隣住民か
ら通報を受け、警察や保健所の介入を受けている。自宅内はゴミ屋敷であり、姉妹での
生活は困難とされている状況。保険所の介入を拒否している。
　　保健所と市民病院が連携し、姉を4/18に市民病院入院予定とし、同時に妹様（三浦美
幸さま）を青南病院に入院できないか相談を受けていた。次兄に同意を調整中の段階で
ある。姉様の入院が決まれば、三浦美幸様が当院東病棟に入院予定として調整していた

　が、4月18日入院予定日がキャンセルになっていた。5月21日、再度入院依頼の連絡が
入っている。本日、11:09東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となっている。
